
□腔粘膜炎の疼痛コントロールの実際

(経□摂取支援)
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浅丼班多施設共同臨床試験

シスプラチンを主とした頭頸部がん放射線化学療法
101例  (国がん東中心の前向き多施設研究)

。モルヒネ使用率 83%
。1日モルヒネ使用量中央値 35mg(o_150mg)
・ 放射線治療完遂割合 99%
・ 体止割合 13%(95%Cl:7-21%)
・ 放射線治療終了後lヶ月のモJLヒネ使用率 33%
静岡がんセンター頭頸郡がん化学放射線療法では、放射線治療完遂率85%
(後ろ向きパイ餞ット研究)
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500g(2g× 250包 )
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名 称 食品添力8物 (甘味料)

原材料名 キシリトァル(100%)

内容量 100包 (1包4g)

資昧期限 この画の下部に記載

原産国名 アメリカ

輸入者 瞑馘塁塞錨響λ;3‐
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